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はじめに
本稿は、大阪商業大学（以下、本学）で筆者が企画運営に当たってきた正課外学習支援講
















































て サポート学習講座 と 楽習アワー を開設している。 サポート学習講座 は補習講
座的な位置づけで、 英語講座 （ 年度 ）、 簿記講座 （ 年度 ）、 生活数学講座
パソコン講座 （ 年度 ）が開講されている。次項以降では、筆者が中心となって企
画運営に当たってきた 楽習アワー の実践を詳細に報告する。
なお、これらの講座の設置、企画運営、広報等については、学内の 学習サポート委員
会 で協議している ）。 年度の委員会の構成員は教員 名（うち講座担当者 名）と学
修支援課職員 名である。
． 楽習アワー の概要
楽習アワー は、本学の 就業力育成支援プロジェクト の柱の一つとして 年度に
開設された。学生が正課授業についていけるよう支援する時間、学生が学習支援を利用して
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）（ 年度からは ゼミナール に科目名を変更）を担当する専任・非常勤教員
がシフトを組んで学修支援センター内の専用の部屋に週 日常駐し、欠席者の補習や、個別
指導、課題の授受等に当たっている。
















） 楽 という字は本学の建学の理念（ 世に役立つ人物の養成 ）を支える つの柱のうちの一つ、 楽し
い生き方 ともかけている。
） 基礎演習 を履修できなかった学生は、再履修科目 学習リテラシー を自動的に履修する。この科
目も 基礎演習 を担当している専任・非常勤教員が担当している（ 年度）。
表 ． 年度前期の 楽習アワー （ ライティング講座 学習よろず相談 ）時間割









非常勤講師 非常勤講師 非常勤講師 非常勤講師 非常勤講師
時限




















以降の数字を比較すると、 楽習アワー の利用の多寡の要因が見えてくる。 年度前期
に利用者数が大きく落ち込んでいる。これは意図的なものである。この学期は担当する非常




師は初年次演習を担当せず 楽習アワー のみに専念してもらえるので、 年度同様の活
動が可能となった。結果、前年度後期とほぼ同数の利用となった。つまり企画を打ち出して
学生を誘導したときと、任意で訪れる学生の個別指導に限ったときとでは、半期で 名以







表 ． 楽習アワー 利用人数
年度 前期（のべ人数） 後期（のべ人数）
























翌 年 月、学修支援センターが教室棟（ 号館）の 階に移設した。リノベーション
を施し、廊下まで取り込んでワンフロアを一体化したオープンな空間に、学修支援課事務
室、自習コーナー、グループ学習室（個人利用や授業使用も可能）、サポート学習のための




















ルーム や 研究室 で開講している ）。
センター全体の利用人数は、学修支援課職員が 日 回目視で計測している。施設利用者










程に 年以上在籍した研究者で、 基礎演習 の一部期間（ 月のアカデミック・ス
















楽習アワー は 年度で 年目に入った。つまり 楽習アワー の担当者は全学年の





































ことは橋本（ ）で報告したとおりである。その後、この講座の内容を 年度の 基礎
演習 の初期に組み込むことを学内の初年次教育委員会に提案したところ承認され、





ライティング講座 は正課授業への出前講座もしている。 年度から 年連続で、
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）佐野茂教授担当の 教育課程・特別活動論 （ 年次生対象科目、 名が登録）。































そこで ライティング講座 では パターンの板書講座を用意した。 ．筆順の原則
は ライティング講座 の開室時であれば一人から予約不要で受講可能、 ．きれいで読
みやすい字を書こう は普通教室の黒板を使うため要予約とした。 ．“板書のコツ”を板
書しよう は複数名の予約で開講成立とした ）。佐野教授の 教育課程・特別活動論
（ ・ 年生対象科目）に加え、宮坂准教授の 教師論 （主に 年生対象のリレー科目）
）両氏は 基礎演習 と ライティング講座 も担当、オリジナル教材開発にも当たっている。榎本講
師は 学習リテラシー も担当している。
） ライティング講座 では、オリジナルの教材を開発している。その主力が よくあるまちがい直しま
しょう シリーズで、これは 基礎演習 などの課題で散見される日本語のまちがいを収集した完全なオ
リジナル教材である。詳しくは橋本（ ）を参照されたい。
） つの講座は、樋口、青山（ ）を参考に構成した。




















































図書館側では サポート学習講座 楽習アワー のおすすめ本を集めたコーナーを設け
ている。 楽習アワー からは後述の広報チラシ 楽習アワーだより を毎号届け、掲示し
てもらっている。 楽習アワーだより では 月発行の号で初年次演習の書評作成プログラ
ム おすすめの一冊 （ 月に実施）で取り上げる本を選びに図書館に行くことを呼びか
け、全クラスで配布する。 おすすめの一冊 の人気ランキングは夏休み明けの 楽習ア
ワーだより に読書の秋特集として掲載し、再び図書館利用を促す。 おすすめの一冊 の


























は、教員・学生に向けた広報として 楽習アワーだより を発行している。 楽習アワー
の存在がまだ浸透していなかった 年度は、長期休暇期間を除いてほぼ毎月発行し





庫 もつくった。 おすすめの一冊 でとりあげられた人気作品を中心にした小さな図書
コーナーである。ブックワゴン 台に配架し、 楽習アワー の時間にはセンターの廊下に
出して、通りすがりに自由に手に取れるようにしている。借りるときは 楽習アワー の教
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